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プラスチックの再利⽤で環境対策

経済成⻑に向けたインフラ整備

衛⽣環境の悪さが経済発展の障害とも⾔われているインドでは、モディ⾸相が2014年に国内の衛⽣状況の改善を⽬指す「ク
リーン・インディア」政策を開始しました。近年、世界的な環境問題となっているプラスチックごみについても、2022年までに全⼟で
使い捨てプラスチックを全廃すると宣⾔する等、国を挙げて対策が⾏われています。

インドで取り組まれている対策の中で⼤きな効果が期待されているのが、「プラスチックごみによる道路舗装」です。これはインドの
シアガラジャ⼯科⼤学の教授が開発した技術で、細かく粉砕したプラスチックごみをアスファルトに混ぜて重合ビチューメンと呼ばれ
る合成物を作り、道路の舗装に使⽤します。プラスチックごみを混ぜたアスファルトは⾬⽔が染み込みにくいという利点もあり、モン
スーンの時期に⽔害が増えるインドにおいて、道路の耐久性の向上という⾯でも期待されています。

インドではごみのリサイクルが推進されていますが、レジ袋等の再利⽤できないプラスチックごみは街中にポイ捨てされ、衛⽣環境
悪化の原因となっていました。そこで、プラスチックごみによる道路舗装を進めている市では、プラスチックごみの買取を開始。1キロ
10円ほどで買い取られるようになると、多くの⼈が街中のプラスチックごみを拾い集めるようになりました。何度もごみを持ち込んで
新たな収⼊源とする⼈もおり、貧困対策としての効果も現れています。
【国道整備計画の進捗状況】（2017年末、単位Km）

全⻑ 完成済み道路

⻩⾦の四⾓形道路 7,522 7,521

4/6⾞線道路 12,125 7,962

2⾞線道路 20,000 8,285

⾼速道路 1,000 0

環状線、バイパス、⾼架道路、その他 700 24
出所：インド国⽴⾼速道路局のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

【インドの国際競争⼒順位の推移】

2014年版 2018年版

総合順位 71位 58位

道路の質 76位 51位
出所：世界経済フォーラム「The Global Competitiveness 

Report」のデータに基づきイーストスプリング・インベストメン
ツ作成。2018年版より新評価法に変更。

2014年に⾸相に就任したモディ⾸相は、「メイク・イン・インディア（インドでものづくりを）」をキャッチフレーズに掲げて製造業の振
興を政策の柱とし、製造業の発展に⽋かせないインフラ整備に⼒を⼊れています。コスト競争の厳しい製造業では、輸送コストを
抑えるという意味でも物流ルートの確保は必須であり、道路整備が急務となっています。モディ⾸相によるインフラ政策の推進もあ
り、インドの国際的な競争⼒の総合順位、道路に関する順位も近年上昇傾向にありますが、⼀⽅で増加する交通量に整備が
追い付いていない部分もあります。

インフラ整備には莫⼤な費⽤が掛かりますが、プラスチックごみによる道路舗装は予算確保という問題にも利点があります。プラス
チックを混ぜ込んで作るため、アスファルト製作に必要な⾼価な原料を約15％節約することが出来、加⼯に掛かる費⽤を考慮し
ても、同じ量のアスファルトと⽐べて3分の1程度の費⽤で作成出来るとのことです。安価な道路建材資材を国内で供給出来ると
いうことは、今後のインフラ整備を後押しする要因になると期待されます。

プラスチックごみを利⽤した道路建設は、既に10以上の州で10万キロメートル規模で実施されています。2015年にはモディ政
権が道路開発業者に対し、プラスチックごみの利⽤を義務付けており、プラスチックごみ再利⽤の技術を外国に輸出する計画も
上がっています。今後のインドの環境に対する取り組みに注⽬です。


